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第 116号

去
る
五
月
十
一
日
（
水
）

、
『平
成
十

七
年
度
第

一
回
理
事
会
及
び
評
議
員

会
」
が
開
催
さ
れ
、
議
事
に
先
立
ち
理
事

長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

「
平
成
十
六
年
度
は
本
育
英
会
設
立

以
来

一
貫
し
て
育
英
事
業
の
充
実
・
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
理
事
長
が
七
月

に
逝
去
さ
れ
、
私
が
そ
の
後
任
に
就
任

し
、
理
事
の
皆
様
方
に
も
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
育
英
会
を
支
え
る
水
産
業
界
は
、

厳
し
い
環
境
の
下
、
な
か
な
か
苦
境
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
状
態
が
依
然
と
し
て

平成17年 7月 1日

平
成
十
六
年
度
事
業
の
概
要

平
成
十
七
年
度
第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

戸、「

よだム一
A英育

~ 

〆ミh

( 1 ) 

続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
金
利
水
準

も
低
い
ま
ま
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
十
六
年
度
は
運
用
収
入
・
寄
付
金

収
入
と
も
に
当
初
予
算
を
僅
か
で
す
が

上
回
る
数
字
を
確
保
で
き
、
滞
り
な
く

育
英
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
事
業
概
況
は
、

一

億
七
二
O
O
万
円
弱
を
も
っ
て
奨
学
生

延
べ
四
六
二
名
を
お
世
話
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
学
資
給
与
奨
学
生
新
規
採
用

。寄付金・助成金

「第8期漁船海難遺児育英資金募金運動」の最終年度にあたる本

年度の寄付金は、 70,913,000円余であった。

また、前年度に引き続き、日本財団から学資給与事業に対し

7,100,000円の助成金が交付された。

車
古
川
同
士
一
目
ハ
ゐ
也
市
面
、
附
叶
布
サ
曲
尽

L
」
問
問
叫
符
ヲ
、

1
U
4九

が
、
遺
族
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
誠
に

心
が
痛
む
思
い
で
す
。

な
お
、
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

に
つ
い
て
は
、
議
案
と
し
て
諮
り
ま
す

が、

二
億
五

0
0
0
万
円
を
基
本
財
産

に
繰
り
入
れ
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図

り
将
来
に
備
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。」な

お
、
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
平

成
十
六
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支

決
算
書
は
、
原
案
の
と
お
り
無
事
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
評
議
員
と
し
て
、
田

中
博
氏
（
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
代
表
理
事
会
長
）
が
新
た
に
選
任
さ

れ
、
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
奨
学
生

選
考
委
員
に
つ
い
て
は
、
荒
田
雅
子
氏
、

今
村
弘
二
氏
、
木
山
清
氏
、
倉
林
照
雄

氏
、
鈴
木
寿
和
氏
、
徳
野
勤
氏
、

三
宅

哲
夫
氏
の
七
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

五
月
十
二
日
（
木
）
、
神
奈
川
県
横

須
賀
市
観
音
崎
公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」

に
て
『
第
三
十
五
回
戦
没
・
殉
職
船
員

追
悼
式
」
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
式
典
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
犠

牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
船
員
六

O
，
六

O

八
名
及
び
、
海
難
や
労
働
災
害
に
よ
り

不
幸
に
し
て
殉
職
さ
れ
た
船
員
二，

八

三
四
名
の
慰
霊
と
海
上
永
遠
の
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
ご
遺
族
並
び
に
（
財
）

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
方
々
に
よ
っ
て
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

亡
き
船
員
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※
人
数
は
平
成
十
七
年
五
月
現
在
の
も

の
で
す
。

兵
庫
県
漁
民
物
故
者

合
同
供
養
祭

六
月
十
一
日
（
土
）
、
約

一
五

O
名

の
参
列
者
を
迎
え
、

「第
三
十
回
兵
庫

県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭
」
が
、
和

湯船海鑑遺児と母G)文集
作文・詩歌・イ弓スト募集

本会設立35周年を記念し作成されます「漁船海難遺児と母の文集・第7集」の作品を、昨年7月より

募集してまいりましたが、残念ながら応募数が少なく、文集の刊行が厳しい状況にございます。つきまし

ては、応募締切を 1ヶ月間延長させていただきますので、皆さん奮ってご応募ください。

歌
山
県
高
野
品

4
4庫
県
法
買
韓
首
者

合
同
慰
霊
塔
」
に
て
し
め
や
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
供
養
祭
は
、
県
内
の
漁
業
・
水

産
業
の
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
た
方
々

の
偉
業
を
顕
彰
し
永
代
供
養
す
る
と
と

も
に
、
不
慮
の
災
禍
の
絶
滅
を
祈
念
す

S
J制
品
勾
ぺ
守
司
鋼
斗
刊
A
竹
村
4
L
4
U！

ω

で、

三
十
周
年
の
筋
目
を
迎
え
ら
れ
た

今
年
は
、
新
た
に

一
七
八
柱
の
ご
尊
霊

が
合
杷
さ
れ
ま
し
た
。

物
故
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

⑨再生紙使用

題 材／作文・蹄敵・イラストともに自由

．奨学生及び保護者の場合：家庭の近況や学校生活等身近な内容でも結構です。

例） 「事故防止を願って」 「お父さんの思い出」 「将来の夢」

4砂励ましおじさん・おばさんの場合 ：奨学生及び保護者への激励

例） 「みんな、がんばれ！ J 「応援してますJ
．イラストは挿し絵として使用いたします。アニメキャラクタ一等の絵はご遠慮願います。

応募内容／作文・詩敵：原稿用紙｛ 4 0 0字詰め） 2～ 4椋程鹿

イラスト：ハガキ～A4ザイズ大のもの

．作文・詩歌はお手持ちの原稿用紙をご利用いただくか、専用の応募用紙をお送りいたしますので本会ま

でご連絡ください。

．作晶には氏名 ・住所・標題の他、在学生は学校名と学年を必す記入してください。

細 切／平成 17隼 8月 15日（月）本会必着

刊行予定／平成 17年 10月 31日（月）

［お問い合わせ先］

財団法人漁船海難遺児育英会

干10ト0047 東京都内神田2・2-5 光正ビル6階

TEし ：03-3256-1 981 （平日9～1フ時受付）

F A× ：03・3256-1 982 (24時間受付）

E-mail : mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

＊ご応募いただいた方全員に文集と記念品を贈呈いたします。

育英会ホームページ

。事業の概況

1. 学資給与事業

前年度と同様の月額とし、幼児か ら高校生等までの奨学生394名

に対して合計68,792,000円を給与した。

また、小学校新入生12名に600000円、中学校新入生20名に

600,000円を入学記念品として、また、中学校卒業生l名に50,000円

を卒業記念品として贈呈 した。

2.奨学金貸与事業

前年度と同様の月額とし、高校等奨学生16名に2,475,000円、うち

新規採用者2名に入学一時金200,000円を、また、大学等奨学生51名

に30,300,000円、うち新規採用者10名に入学一時金4,700,000円を貸

与した。

なお、貸与金返還額は、総額60,936,400円であった。

3.育英事業推進事業

漁船海難遺児を励ます全国協議会、同地方協議会及び全国漁協女

性部連絡協議会などの協力を得て、全国各地で行われた各種イベン

トにおいて募金活動を実施した。

また、ホームページを用い事業のPRや本会の現状の公開等を行

った。

http://www.jf-net. n e .j p/i ku ei ka i 
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第 116号

第
五
十
五
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

平成 17年 7月 1日

六
月
十
日
（
金
）
、
神
奈
川
県
箱
根

町

「湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ

l
ル
」
に
お
い
て
、

『第
五

十
五
回
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大

会』

並
び
に

「海
苔
機
械
資
材
展
示
会
』

（
浅
海
増
殖
研
究
中
央
協
議
会
・
全
国

海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
会
関
係
者
の
方
々
の
ご

協
力
の
も
と
展
示
会
会
場
内
等
に
て
募

金
活
動
が
行
わ
れ
、
朝
か
ら
の
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
来
場
さ
れ
た
多
く
の
皆
様

よ
り
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

， 

こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

よだム
冨英育

平
成
十
七
年
度

第
一
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

( 2) 

去
る
五
月
十
日
（
火
）
、
『
平
成
十
七

年
度
第

一
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」

が

開
催
さ
れ
、
「
第

一
回
奨
学
生
出
願
者

（
四
月
二
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校
在
学
の

学
資
給
与
奨
学
生
七
名
、
高
校
等
在
学

の
貸
与
奨
学
生
七
名
（
学
資
給
与
金
と

併
願
）
、
大
学
等
在
学
の
貸
与
奨
学
生

十
八
名
、
合
計
三
十
二

（
実
質
二
十
五
）

名
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
六

月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
r
i
l
l
－
！

門
育

英

基

金
山

一
『募
金
・
ご
寄
付
』
の
お
礼

一

平
成
十
七
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
方
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。）

【一ニ月｝

O
北
海
道

マ
丸
本
本
間
水
産

蜘
マ
第
四
十
三
回
マ
リ
ン
バ
ン
ク
推
進

委
員
全
道
大
会
演
芸
有
志
御

一
向
。
青

森
県
マ
青
森
県
新
海
洋
法
対
策
協
議
会

会
長
三
村
申
吾

O
岩
手
県
マ
気
仙
沼
郡

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
釜
石
市
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
マ
山
田
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
マ
宮
古
湾
漁
業
協
同
組
合
連

合
会

マ
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

マ

漁
業
共
済
組
合
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
漁

業
信
用
基
金
協
会
マ
共
水
連
岩
手
県
事

務
所
マ
近
海
漁
船
漁
業
協
会
マ
さ
け
・

ま
す
増
殖
協
会
マ
定
置
漁
業
協
会
マ
漁

港
漁
村
協
会
マ
水
産
加
工
連
マ
沿
岸
漁

船
漁
業
組
合
マ
織
笠
イ
ワ
ガ
キ
養
殖
研

究
会
マ
深
渡
栄

一
マ
漁
婦
連
役
員

O
B

会
マ
秋
さ
け
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
マ

大
槌
町
漁
協
女
性
部
マ
全
国
海
友
婦
人

会
宮
古
支
部
マ
漁
連
南
部
支
所
職
員
御

一
同
マ
田
野
畑
水
産
祭
り
マ
久
慈
東
高

等
学
校
マ
山
本
清

一
郎
｜
香
典
返
し

マ

陸
前
高
田
市
水
産
業
祭
り
実
行
委
員
会

マ
大
森
輝
マ
山
崎
義

一

香
典
返
し

マ

伊藤博マ広田半島大漁祭り実行委

員会マ宮古湾漁連会員漁協参事会

マ岩船靖夫マ宮古市役所水産課職

員御一同マ堀内忠雄マ宮古地方振

興局水産部マ共友会マ久慈市水産

振興協議会マ削岩手県栽培漁業協

会マ岩泉町役場マ大槌町役場マ田

老町役場産業観光課マ水産技術セ

ンターマ種市町役場マ山田町役場

マ大船渡市役所マ水産振興課マ漁

港漁村課マ漁業取締事務所マ普代

村建設水産課マ地方協O宮城県マ

地方協O山形県マ漁協女性部念珠
関支部マ地方協O福島県マ伽福島

県栽培漁業協会マ水産事務所マ無

線漁業協同組合マ水産グループマ

水産試験場マ水産種苗研究所マ漁

連役職員厚生会O茨城県マ地方協

O新潟県マ遠藤正マ鈴木三也マ山
北さかなまつりマ岩船さかなまつ

りマ佐渡さかなまつり実行委員会

マ交流大会募金箱マ赤泊漁協弥吉

丸マ山北町漁協女性部マ田名部和

宏マ西潟征子マ地方協O兵庫県マ

信漁連林崎支店マ嗣竜宝漁業黒

田庸太郎マ地方協O三重県マ農林
水産支援センターマ志摩市役所浜

島支所マ地方協O京都府マ地方協
O岡山県マ地方協O広島県マ地御

前かきチャリティ1バザ1ル実行

委員会マ地方協O香川県マ広田和
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※宇L1給う奨学’！の両校生等には撞泌児を合む．

※奨学金貸う奨学生には人下一時金のみの喫＇£＇ 1＇ーを;'tむ．

※平成17年度第 ll叫採！日者は内数である．




